
2025年（令和7年）1月1日号 たま広報2 新春対談

阿部新年あけましておめでとうございます。本日
は、多摩市和田にある日本アニメーションのスタ
ジオを訪問し、代表取締役社長の石川和子さんか
らとっておきのお話などをお聞きしたいと思いま
す。市民の皆さん、ご存じでしょうか。「フランダ
ースの犬」「赤毛のアン」そして「あらいぐまラスカ
ル」などの「世界名作劇場」シリーズ（以下、「世界名
作劇場」）やさくらももこさんの「ちびまる子ちゃん」
を制作しているスタジオが実は多摩市にあります。
本年は日本アニメーション創業50周年の年と伺っ
ています。その記念すべき年の始まりに石川社長
から一言お願いします。
石川あけましておめでとうございます。1975年に
創業された当社は、2025年6月に創業50周年を迎
えます。当社の作品を見ていただいて、愛してく
ださるファンの皆さんはもちろん、温かく見守っ
てくださった多摩市の皆さんには心より感謝して
おります。創業50周年という節目を、「これまで」
と「これから」を社員みんなでしっかりと結ぶ機会
にして、ここまで歩んでこられたことへの「感謝」
をカタチにしていきたいと思っています。
阿部日本アニメーションのスタジオは多摩第二小
学校の傍にあるんですよ。最初に知った時は本当
に私もビックリしました。多摩市で創業された本
橋浩一前社長は石川社長にとってはお父様にもな
られますが、どのような方だったのですか。
石川創業者の本橋浩一が亡くなってから十数年が
経ちます。父はクリエイティブ面ではなく、ビジ
ネス面でのプロデューサーでした。「アニメとは
作るだけではなく、それからビジネスが始まる」
という考えから、いつまでも残る、世界で通用す
る作品作りを心掛けていました。さまざまな作品
を残してくれた父は、先見の明があったと思いま
す。「世界名作劇場」の制作にあたっては、舞台と
なっている国はもちろん、世界中の方に見ていた
だける作品になるよう作っているんです。
阿部本橋前社長が手掛けた「フランダースの犬」や
「赤毛のアン」などの作品が日本の子どもたちだけ
でなく、世界の子どもから大人まで楽しんでいる
というのは、素晴らしい光景です。
石川「世界名作劇場」は、舞台となっている所まで
取材に行き、風景だけではなく、お祭りや食生活
などまでを丁寧に描写す
ることによって誰が見て
も違和感がないようなリ
アルさを作れていると思
っています。
阿部日本アニメーションで、創業から今の世代の方
まで大切に受け継がれているものはどんなことで
しょうか？
石川父は「アニメは子どものためにある」とよく言っ
ていました。その言葉には、アニメを通して子ども
たちの心を豊かにしていきたいという想いが込めら
れています。アニメでは主人公が体験しているこ
とを、見ている人も自分が主人公になって体験す
ることができます。その体験によって新しい価値
観を自分の中に得ることができ、感情を豊かにす
ることができます。そして今後の人生を拡げてい
くということにつなげられると思っています。
阿部 1979年放送の「赤毛のアン」は石川社長の思い
入れの強い作品だと伺っております。
石川「赤毛のアン」は本当に素晴らしい作品だと思
っています。魅力の１つは、視聴者自身が成長す
るにつれて視点が変わることで、どの年代でも共
感できる物語であることです。放送当時に見た際
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としたアンの姿に憧れていましたが、親
になってから見ると、マシュウやマリラの想いが痛
いほどよく分かるようになりました。子どもはもち
ろん、大人になった今だ
からこそもう一度見て欲
しい作品です。世代を超
えて楽しんでいただくこ
とができる作品なんです。
阿部「赤毛のアン」はカナダの小説家モンゴメリの
作品ですが、舞台はプリンスエドワード島。孤児
院から来るのは男の子だと思っていたら女の子の
アン・シャーリーが来たというのが話の始まり。
日本でいえば明治時代の頃の作品ですね。アニメ
内の時代背景などは当時のものを参考にされてい
ると思いますが、「赤毛のアン」は子どもたち、そ
して子育てをしている親世代にとっても今なお色
褪せない魅力があります。作中で流れている音楽
も印象的ですよね。
石川作中で流れていた音楽を聞くといつでも作品
の世界に戻ることができます。「赤毛のアン」の主
題歌「きこえるかしら」「さめない夢」は現代音楽界
の巨匠、三善晃さんが作曲しており、劇中の
BGMなどは毛利蔵人さんが担当されました。
　「赤毛のアン」をはじめとして「世界名作劇場」は
どの作品も音楽が素晴らしいので、「コンサート
をしてみたい」という夢を持っていました。それで、
スタッフと考えながら「まずは赤毛のアンからはじ
めよう」ということで2023年11月に、再編集したア
ニメ映像を大きな画面に流しながらフルオーケス
トラでコンサートをさせていただき、放送から45
年以上経っている作品ですがチケットは完売！お
客様にも感動していただくことができ、本当にや
ってよかったと思っています。2025年も開催する
予定ですので、皆さんにも音楽で「赤毛のアン」の
世界を堪能していただきたいです。
阿部「赤毛のアン」には、多摩市にとってもゆかり
のあるアニメーターたちが関わっているそうです
が、思い出を教えていただけますか？
石川「赤毛のアン」は後にスタジオジブリで「平成
狸合戦ぽんぽこ」を制作した高畑勲さんや、「耳を

すませば」の監督となった近藤喜文さんが当社在
籍時に参加された作品です。高畑さんが監督され、
近藤さんがキャラクターデザインを担当されまし
た。シリーズなので、毎週完成したアニメを納品
していたのですが、高畑さんがあまりにこだわり
すぎて、放送直前にフィルムを納品したこともあ
るのだとか。夜の間もずっと仕事をして、こだわ
ってこだわってこだわって作り込んで、朝に駆け
込んで納品したこともあったそうです。
阿部高畑さんが真剣にアニメに向き合っている姿
が目に浮かぶような気がします。
　スタジオジブリを創業された宮崎駿さんは日本
アニメーション時代に「未来少年コナン」を制作さ
れました。今となっては時代を予言したかのよう
なストーリーです。1978年にTV公開されました
が、物語は戦争によって大変動が起こった後の
2028年の地球を舞台としており、太陽エネルギー
の秘密をめぐり少女ラナを助ける少年コナンの冒
険です。宮崎駿さんの原点のような作品だと思い
ますが、日本アニメーションがいまも大切にして
いる作品ですよね。
石川「未来少年コナン」は当社が制作した作品の中
でも特別な存在です。また、アニメ業界にとって
も宝物のような作品だと考えています。「未来少
年コナン」を見たから、アニメに関わりたいとい
う思いを持った方が、今でもたくさんいると聞い
ています。
　宮崎さんのTVシリーズとしては初監督作品と
いうことで、原点と言えるような演出が散りばめ
られています。物語は普遍的な題材を扱っており、
45年前の作品と思えないくらい、現代の我々が見
ても違和感がないような
新鮮さを持っていますよ
ね。2024年には舞台「未
来少年コナン」として現
代に甦り、多くのファン
にご覧いただけました。
阿部多摩丘陵の緑と多摩川など自然に恵まれた多
摩市のスタジオで、日本のアニメ界を牽引した独
創的なアニメーターが数多く育っていますね。

アニメには
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三菱商事㈱勤務を経て、昭和59年日本アニメーション㈱入社。同社取締役・取締役副社長を務めた後、平成22年10月から、父・本橋社長の逝
去に伴い代表取締役社長に就任。（一社）日本動画協会理事長。（一社）アニメツーリズム協会理事長。石川和子 プロフィル

石川現在のアニメ業界の礎を築いたアニメーター
が、当社に所属してくれていたというのはありが
たいことです。そのような方々がこの多摩の現場
でこだわってこだわって、いいアニメを作ろうと
頑張ってくれたことは感謝しかありません。
阿部本年１月にアニメ化35周年を迎える「ちびま
る子ちゃん」との出会いについても教えてください。
石川「ちびまる子ちゃん」は私の娘の提案で企画が
スタートした作品なのです。父の本橋が私の娘に
「学校で何が流行っているの？」と聞いたのですが、
その時に出てきたのが「ちびまる子ちゃん」。当社
では作ったことのない作風だったこともあり、そ
の場で友達に電話をかけてもらって、人気を確認
していたことを今も覚えています。翌日には「こ
れをアニメ化するぞ」と。現場としてはそれまで
の「世界名作劇場」と全く作風が異なるものだった
ので当惑したスタッフも
いたそうですが、本橋の
「アニメ化する」という強
い想いで実現させること
ができたそうです。
阿部実行力のあるお父さんなんですね。
石川何事にも積極的に挑戦する人でしたね。
阿部その「ちびまる子ちゃん」の時代設定は1970年
代。約50年前が時代背景ですが、今見ても古さを
全く感じない、どこか近所に「ちびまる子ちゃん」
がいるような、そんな気がするアニメです。
石川原作があるので時代設定は変えることができ
ないのですが、私は昭和のあの時代を描くことが
とても大事だと思っています。「昭和にはこんな
ことがあったんだよ」ということを伝えることも
できますから。
　「お友達を大事にしよう」「家族を大事にしよう」
というようなメッセージが「ちびまる子ちゃん」に
は含まれています。
阿部今の子どもたちが悩んだりつまずいたりする
ことと同じことを、昭和の世界で生活しているま

るちゃんも悩んだりつまずいたりしています。
石川「世界名作劇場」もそうなのですが、子どもの
心の根本的な部分は今も昔も変わらないと思って
います。まるちゃんが悩むようなことは今の子ど
もの悩みでもあります。アニメを通して「同じ悩
みを抱えている人がいる」と安心することができ
たり、解決のきっかけとなったりするようなこと
ができたらいいな、と思っています。
　あとは「家族のだんらん」ですね。３世代で暮ら
している「ちびまる子ちゃん」から、家族の大切さ
を学んでくれたら嬉しいな、と。
阿部日本アニメーションの最寄り駅でもある聖蹟
桜ヶ丘駅ですが、今年の3月で開業100周年を迎
えます。その聖蹟桜ヶ丘で開催している「ラスカ
ル子ども映画祭」も日本アニメーションの数々の
名作上映の他、海外アニメの上映なども定着して
きましたね。今年も２月に開催されます。毎回、
多くの子どもが来ています。
石川多摩市と連携している取り組みとして、「ラ
スカル子ども映画祭」「聖蹟桜ヶ丘まち歩き」「ラス
カルデザインマンホール」などがあります。多く
のことに取り組むことができているのは、当社と
しても喜ばしいことだと思っています。地域と連
携してアニメを皆さんにお伝えすることはとても
大切な機会です。子どもたちにどのようにアニメ
を鑑賞して欲しいか、どのように子どもの心をア
ニメを通して育んでいくか、ということを皆さん
に伝えていきたいです。そのために、地域に根付
いた取り組みに協力できることは、私たちにとっ
ても嬉しい事です。今後も、多摩市と一緒に取り
組みたいと思っています。
阿部日本アニメーション所属のイラストレータで
ある永見夏子さんに私の
名刺のイラストも描いてい
ただいているのですが、
「ラスカル子ども映画祭」
「聖蹟桜ヶ丘まち歩き」にも

永見さんのイラストを使わせていただいています。
「ラスカルデザインマンホール」もそうですが、い
ろいろな場面に日本アニメーションのイラストが
使われていて、多摩のまちに根付いている、なく
てはならない存在です。ところで、アニメと言え
ばクールジャパンの象徴として世界で高い評価を
得ています。平和や自然、ファミリーなどストー
リー展開、動物や子どもなどのキャラクターによ
る独特な世界観など私も好きなアニメ作品は数多
くあります。日本アニメーションの「青のオーケス
トラ」（2023.4TV公開）はオーケストラ部のある高
校に進学した元天才バイオリニストと音楽初心者
の保健室登校している生徒との青春アンサンブル。
バトミントンでインターハイを目指す生徒を描く
「ラブオールプレー」（2022.4TV公開）もありました。
今後どのようなテーマに挑戦されていきますか。
石川「世界名作劇場」はこれからも見ていただきた
いと思っておりますが、今おっしゃっていただい
たような作品のような、子どもたちや若者たちが
何かに挑戦し、苦労しながらも成長していく、そ
んなストーリーのアニメを制作していきたいと考
えています。「青のオーケストラ」は第２期の放送
も決まっており、現在制作を進めておりますので
どうぞお楽しみに。
阿部近年、世界はウクライナ、ガザ、レバノンな
どで戦火が拡大し、未来を担う若者や子どもの命
が奪われています。本年はアジア太平洋での戦争
が終わり戦後80年の年です。昨年、被爆者の方々
が核廃絶を訴えてきた「日本被団協」がノーベル平
和賞を受賞しました。平和で戦争がなく、格差と
分断のない世の中は、子どもたち・若者たちの希
望でもあるんじゃないかと思っています。
石川アニメ産業は、サブカルチャーから日本を代
表する産業へと成長し、通信環境の進歩で時差の
ない視聴環境も誕生しています。以前は日本国内
でヒットしたアニメ作品が海外に輸出・紹介され
てきましたが、そういう段階を超えて世界にお届
けできる時代になりました。
　現在、世界中にはさまざまな対立がありますが、
私は「アニメには無限の力がある」と信じています。
アニメは、国を超え、時代を超え、憧れのヒーロ
ーやヒロイン、愛おしい動物たち、そしてたくさ
んの仲間がいる世界へと私たちを瞬時に連れて行
ってくれます。今大変な思いをしている子どもた
ちに、私たちの作ったアニメを見ていただき、少
しでも明るい未来を想像できるような世の中にな
るよう、これからもアニメ作りを続けていきます。
阿部最後に一言、子どもたち・若者たちにメッセ
ージをお願いします。
石川この緑豊かな多摩にスタジオがあることは、
とても良かったと思っています。この多摩の地で
「世界名作劇場」をはじめとしたアニメが生み出さ
れていることを、多摩の皆さんにもっともっと知っ
ていただきたいです。今後も私たちは、多摩市で
の作品づくりを大切にしていきたいと考えています。
阿部ありがとうございます。子どもたちの中にも
生きづらさを感じている子や、学校に行きたくて
もいけない子がいます。先ほどの「青のオーケス
トラ」は、悩みを抱える子どもたちに生きる喜び、
生きる道筋を示してくれているアニメです。この
多摩のまちから子どもたちの明るい未来とアニメ
の無限の力を創造していきましょう。

無限の力がある

© NIPPON ANIMATION CO., LTD. 　“Anne of Geen Gables” ™AGGLA 　©S.P/N.A


